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議会だより 議会だより 

創刊から200号　議会だよりおおぐち 
特集　一般会計歳入決算額75億7080万円 
　　　企業の業績が回復基調に 
質疑あれこれ 
　法改正により保育園制度は変わるの？ 
一般質問　防犯灯の設置基準が必要では 
議会基本条例説明会にお出かけください 
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号を迎えました 
おおぐちの歴史～ 

　
こ
こ
に
、
議
会
だ
よ
り
お
お
ぐ
ち

第
2
0
0
号
を
発
刊
で
き
ま
す
の
も

町
民
の
皆
さ
ま
方
、
先
輩
議
員
の
深

い
ご
理
解
の
賜
物
と
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
 

　
昭
和
４７
年
１２
月
1
日
創
刊
以
来
４１

年
間
、
議
会
活
動
の
内
容
を
広
く
町

民
の
方
々
に
周
知
し
、
町
政
に
対
す

る
ご
理
解
と
自
治
意
識
の
高
揚
を
図

る
た
め
の
「
か
け
橋
」
に
と
努
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。
 

　
議
会
だ
よ
り
は
、
町
民
の
皆
さ
ま

に
読
ま
れ
て
こ
そ
価
値
の
あ
る
も
の

と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
今
後

と
も
読
み
や
す
い
、
よ
り
分
か
り
や

す
い
紙
面
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
 

　
本
号
は
、
1
つ
の
節
目
と
し
て
、

更
な
る
町
の
発
展
の
礎
と
し
て
寄
与

で
き
る
こ
と
を
念
願
い
た
し
ま
す
。
 

第
1
0
0
号
の
平
成
6
年
6
月
号
は
、
A
4
版
二
つ

折
り
、
一
色
刷
り
。
表
紙
・
裏
表
紙
は
カ
ラ
ー
刷
り
。
 

第
1
5
0
号
の
平
成
１６
年
5
月
号
は
、
A
4
版
二
つ
折
、
二
色

刷
り
。
表
紙
・
裏
表
紙
は
カ
ラ
ー
刷
り
。
 

議 長 
倉 知 敏 美 

い
し
ず
え
 

た
ま
 
も
の
 

第100号 
平成6年6月発行 
人　　口：1万8977人 
一般会計：65億円 予 算 額 

第150号 
平成16年5月発行 
人　　口：2万1513人 
一般会計：74億2000万円 予 算 額 
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創刊から200
～議会だより 

昭
和
４７
年
１２
月
創
刊
号
は
、
町
制
１０
周

年
を
記
念
し
、
B
4
版
、
一
色
刷
り
。
 

第
５０
号
の
昭
和
５９
年
5
月
号
は
、

B
5
版
二
つ
折
り
、
一
色
刷
り
。
 

　
議
会
だ
よ
り
お
お
ぐ
ち
が
、
昭
和

４７
年
の
創
刊
以
来
、
2
0
0
号
を
迎

え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

　
こ
の
年
は
、
町
制
施
行
１０
周
年
、

ア
ジ
ア
初
の
札
幌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
、
そ
し
て
上
野
動
物
園
に
は
、

日
中
国
交
回
復
の
証
と
し
て
パ
ン
ダ

が
お
目
見
え
し
て
い
ま
す
。
 

　
議
会
の
皆
さ
ま
方
に
は
、
町
政
に

か
か
る
重
要
な
議
会
情
報
を
長
き
に

わ
た
っ
て
町
民
に
伝
え
、
さ
ら
に
は
、

紙
面
に
も
創
意
工
夫
を
続
け
、
全
国

コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
は
幾
度
と
な

く
優
秀
賞
等
を
受
賞
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
、
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
す
。
 

　
今
後
も
、
な
お
一
層
ご
研
鑽
い
た

だ
き
、
広
報
活
動
に
ご
尽
力
く
だ
さ

い
ま
す
こ
と
を
ご
期
待
申
し
上
げ
、

お
祝
い
の
こ
と
ば
と
い
た
し
ま
す
。
 

町 長 
鈴 木 雅 博 

あ
か
し
 

け
ん
 
さ
ん
 

第50号 
昭和59年5月発行 
人　　口：1万7293人 
一般会計：51億7000万円 予 算 額 

創刊号 
昭和47年12月発行 

 人　　口：1万5704人 
一般会計：8億7976万円 予 算 額 
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歳入 

平成25年度決算を認定 
一般会計歳入決算額 75億7080万円 

（前年比1億2278万円増） 

　9月定例議会は、9月3日より29日までの27日間の会期で開かれま

した。 

　町からは平成25年度決算認定のほか、条例の一部改正や平成

26年度補正予算など全部で24議案が提出されました。平成25年度

決算認定は賛成多数で認定、他の議案は全員賛成で可決しました。 

　そのほか請願3件を審議し、うち1件を不採択としました。また、議

員提出議案6件が提出され、全員賛成で可決しました。 

　一般質問では6議員が町政全般にわたり質問しました。 

町税 67.2% 
50億8865万円 

国庫支出金 7.4% 
5億6394万円 

繰越金 6.1% 
4億6358万円 

地方消費税交付金 4.7% 
3億5247万円 

県支出金 4.2% 
3億2147万円 

諸収入 3.6% 
2億6990万円 

分担金及び負担金 1.4% 
1億341万円 

その他 5.4% 
4億738万円 

一般会計 

特別会計 

合　計 

残高 

残高 

残高 

31億1477万円 

6億2864万円 

37億4341万円 

基金（預金） 

一般会計 

特別会計 

合　計 

（下水道） 

残高 

残高 

残高 

28億1250万円 

40億 107万円 

68億1357万円 

町債（借金） 
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歳出 

決
算
額
増
額
の
主
な
要
因

は
、
町
内
企
業
再
投
資
促
進

補
助
金
、
さ
つ
き
ケ
丘
防
災

セ
ン
タ
ー
や
町
防
災
倉
庫
の

建
設
に
よ
る
増
額
と
な
っ
て

い
ま
す
。
 

ま
た
、
財
政
分
析
指
標
は

引
き
続
き
健
全
な
状
態
が
保

た
れ
て
い
ま
す
。
 

一般会計歳出決算額 73億4984万円 
（前年比3億6540万円増） 

会　計　名 

一 般 会 計  

国 民 健 康 保 険  

介 護 保 険  

公共下水道事業  

土 地 取 得  

後期高齢者医療  

農業集落家庭排水事業 

社 本 育 英 事 業  

国 際 交 流  

小 計  

合 計  

歳入決算額 

75億7080万円 

20億9160万円 

9億4927万円 

9億1673万円 

2億7508万円 

1億9549万円 

2135万円 

972万円 

527万円 

44億6451万円 

120億3531万円 

歳出決算額 

73億4984万円 

20億1960万円 

9億649万円 

9億1673万円 

2億7508万円 

1億9514万円 

2135万円 

30万円 

527万円 

43億3996万円 

116億8980万円 

差引額 

2億2096万円 

7200万円 

4278万円 

0万円 

0万円 

35万円 

0万円 

942万円 

0万円 

1億2455万円 

3億4551万円 

特
　
別
　
会
　
計
 

■平成25年度会計別歳入・歳出決算額 

■税目別収入の比較 

固定資産税 
0

5

10

15

20

25

30

個人町民税 法人町民税 

（単位：億円） 

■財政分析指標の推移 

 

 

財政力指数 
（単年度） 

経常収支比率 

実質収支比率 

公債費比率 

19年度 
（参考） 

1.61 
 

61.2％ 

9.1％ 

1.7％ 

24年度 

 

1.02 
 

78.9％ 

5.4％ 

△1.3％ 

25年度 

 

1.11 
 

77.2％ 

3.7％ 

△1.1％ 

【監査意見】 
　一般会計並びに8特別会計、基金運用状
況、財産調書の監査は、6月4日から7月
31日まで実施した。いずれも正確に処理
されており適正であることを認めた。 

監査委員　仙田　忠男 
齊木　一三 

25年度決算額 
24年度決算額 
19年度決算額（参考） 

財政力指数とは、地方自治体の財政力を示
す指数。過去3年間の平均で1未満になると、
交付団体となります。 

19年度は、過去最高の法人町民税の収入年度となります。 

民生費 31.1% 
22億8619万円 

総務費 19.3% 
14億1741万円 

教育費 11.1% 
8億1931万円 

土木費 10.9% 
8億170万円 

衛生費 9.0% 
6億5889万円 

消防費 7.7% 
5億6896万円 

商工費 4.2% 
3億618万円 

公債費 3.3% 
2億4235万円 

議会費 1.9% 
1億3844万円 

農業費 1.4% 
1億618万円 

労働費 0.1% 
423万円 

※数値は端数調整してあるため、合計が一致しない 
　場合もあります。 
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問 □ 

答 □ 

答 □ 

問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 問 □ 答 □ 問 □ 

問 □ 答 □ 答 □ 問 □ 

答 □ 問 □ 答 □ 問 □ 

答 □ 問 □ 

答 □ 問 □ 答 □ 問 □ 

議案質疑、総務建設及び文教福祉の

各常任委員会での主な質疑を掲載します。 

暴
力
団
員
と
密
接
な
関

係
を
有
し
て
い
る
者
と
の
線

引
き
は
。
 

 前
も
っ
て
窓
口
に
張
り

紙
を
す
る
こ
と
で
、
暴
力
団

員
で
な
い
こ
と
を
前
提
に
申

請
し
て
い
た
だ
く
。
 

 

 
総
合
計
画
は
、
最
上
位

計
画
と
し
て
、
議
決
案
件
に

加
え
る
の
か
。
 

 自
治
法
か
ら
、
総
合
計

画
に
関
す
る
も
の
が
削
除
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
ま
ち
づ
く

り
基
本
条
例
に
位
置
づ
け
る
。
 

 

で
き
あ
が
っ
た
段
階
で

審
議
す
る
の
で
は
な
く
、
第

6
次
総
合
計
画
を
振
り
返
り

な
が
ら
、
今
後
の
進
め
方
な

ど
を
説
明
し
て
ほ
し
い
が
。
 

 執
行
部
と
議
会
が
一
緒

に
な
っ
て
、
事
前
に
考
え
方

な
ど
を
報
告
し
な
が
ら
進
め

た
い
。
 

 

町
の
保
育
園
や
幼
稚
園

は
、
制
度
的
に
従
来
と
変
わ

り
な
し
と
理
解
し
て
良
い
の

か
。
  現

行
の
と
お
り
。
 

 保
育
制
度
で
大
き
く
変

わ
る
の
は
何
か
。
 

 そ
れ
ぞ
れ
の
園
児
に
対

し
て
、
利
用
す
る
保
育
時
間

の
認
定
を
行
っ
て
い
く
。
 

 

保
育
料
は
ど
う
な
る
の

か
。
  現

行
の
保
育
料
を
維
持

し
て
い
く
。
 

 延
長
保
育
は
ど
う
な
る

の
か
。
 

 延
長
保
育
時
間
は
、
現

行
の
と
お
り
。
 

 
地
域
型
保
育
に
対
す
る

保
育
料
は
、
い
く
ら
に
な
る

の
か
。
 

 町
が
定
め
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
 

 町
独
自
の
保
育
基
準
、

1
歳
児
5
人
に
対
し
、
保
育

士
1
人
の
配
置
を
、
民
間
事

業
者
に
守
ら
せ
る
こ
と
が
で

き
る
の
か
。
 

 条
例
で
定
め
る
の
で
、

守
っ
て
い
た
だ
く
。
 

 

保
護
者
に
、
日
用
品
や

文
房
具
な
ど
を
負
担
さ
せ
る

規
定
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
何

か
。
  帽

子
、
ク
レ
パ
ス
や
道

具
箱
な
ど
、
個
人
で
使
用
す

る
も
の
。
 

 保
育
の
質
の
向
上
の
た

め
の
負
担
を
、
保
護
者
に
求

め
る
こ
と
が
で
き
る
規
定
が

あ
る
。
親
の
支
払
い
能
力
で

園
児
が
参
加
で
き
な
い
よ
う

な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
が
。
 

 そ
の
よ
う
な
こ
と
に
な

ら
な
い
よ
う
に
し
た
い
。
 

 

学
童
保
育
利
用
料
は
、

ど
う
な
る
の
か
。
 

 新
基
準
で
考
え
て
い
く
。
 

 

園児の元気な踊り（やろ舞い大祭） 
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ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
 

暴
力
団
等
排
除
措
置

に
伴
う
関
係
条
例
 

保
育
の
実
施
に
関
す

る
条
例
 

地
域
型
保
育
事
業
の

設
備
及
び
運
営
の
基

準
に
関
す
る
条
例
 

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び

特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運

営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
 

放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
設
備
及
び
運
営

の
基
準
に
関
す
る
条
例
 

条
例
の
制
定
・
改
正
 



問 □ 

問 □ 

答 □ 

答 □ 問 □ 答 □ 問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 問 □ 答 □ 

答 □ 問 □ 

答 □ 問 □ 答 □ 問 □ 答 □ 問 □ 

財
源
対
策
債
の
内
容
は
。
 

 平
成
１８
年
度
中
学
校
建

設
か
ら
、
２３
年
度
南
小
学
校

建
設
ま
で
の
起
債
残
高
で
あ

る
。
  経

常
収
支
率
７７
・
2
％
、

こ
の
数
値
を
ど
う
評
価
す
る

の
か
。
 

 ８０
％
を
切
っ
て
い
る
本

町
の
数
字
は
、
か
な
り
良
好

と
考
え
る
。
 

 超
過
課
税
を
実
施
し
て
、

災
害
対
策
費
に
回
し
て
は
ど

う
か
。
 

 町
内
企
業
の
規
制
緩
和

や
設
備
投
資
に
対
す
る
財
政

的
な
支
援
を
し
て
い
る
の
で
、

超
過
課
税
を
行
う
考
え
は
な

い
。
  

公
園
委
託
料
の
不
用
額

を
活
用
す
れ
ば
、
も
っ
と
き

れ
い
に
な
る
の
で
は
。
 

 要
望
に
細
か
く
対
応
し

た
結
果
、
不
用
額
と
な
っ
た
。
 

 バ
ス
停
に
ベ
ン
チ
を
設

置
し
て
は
。
 

 設
置
に
問
題
の
な
い
場

所
が
あ
れ
ば
検
討
し
て
い
く
。
 

 

行
政
区
交
付
金
の
見
直

し
は
。
 

 防
犯
灯
の
取
り
扱
い
も

含
め
、
交
付
金
の
あ
り
方
を

検
討
し
て
い
く
。
 

 下
水
道
普
及
率
が
９０
％

に
な
る
の
は
い
つ
か
。
 

 平
成
３１
年
か
３２
年
頃
。
 

 

二
ツ
屋
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

取
得
価
格
よ
り
低
い
価
格
で

売
却
す
る
の
は
、
町
に
損
害

が
発
生
す
る
の
で
は
。
 

 購
入
価
格
と
売
却
価
格

に
差
は
あ
る
が
、
２０
年
間
は

グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
有
効
活

用
し
て
き
た
。
 

 

▼
公
共
下
水
道
事
業
 

 消
費
税
及
び
地
方
消
費

税
の
金
額
内
訳
は
。
 

 両
方
合
わ
せ
て
計
算
し

て
い
る
た
め
、
内
訳
は
出
て

い
な
い
。
 

 

▼
農
業
集
落
家
庭
排
水
事
業
 

 修
繕
計
画
の
計
画
は
。
 

 長
寿
命
化
計
画
を
策
定

し
て
い
く
。
 

平
成
２５
年
度
 

一
般
会
計
及
び
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
 

（
賛
成
多
数
）  

吉
田
　
正
 

　
消
費
税
の
増
税
は
、
住

民
の
暮
ら
し
に
影
響
が
出

る
の
で
や
め
て
ほ
し
い
。
 

　
行
政
区
交
付
金
、
巡
回

バ
ス
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
問
題
を
指
摘
し

反
対
。
 

   

丹
羽
　
孝
 

　
防
災
環
境
の
充
実
な
ど

将
来
を
見
据
え
、
適
正
か

つ
効
率
的
に
町
運
営
を
さ

れ
、
財
政
分
析
指
標
を
見

て
も
、
引
き
続
き
健
全
な

状
態
が
保
た
れ
て
い
る
。
 

賛
成
 

反
対
 10 2

反
対
討
論
 

賛
成
討
論
 

保
育
の
実
施
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
 

（
全
員
賛
成
）
   

江
幡
満
世
志
 

　
規
則
変
更
な
ど
は
、
議

会
を
軽
視
す
る
こ
と
な
く
、

十
分
な
審
議
を
お
願
い
す

る
。
保
育
を
必
要
と
す
る

保
護
者
の
利
益
を
鑑
み
て

賛
成
。
 

  

大
島
保
憲
 

　
法
令
に
基
づ
き
、
規
則

を
定
め
実
施
す
る
も
の
で
、

条
例
の
整
理
や
保
育
所
運

営
委
員
会
の
位
置
づ
け
が

明
確
に
な
っ
て
い
る
。
 

賛
成
 

反
対
 12 0

賛
成
討
論
 

賛
成
討
論
 

役場前バス停のベンチ 

か
ん
が
 

討
論
が
あ
っ
た
2
議
案
の
 

審
議
結
果
は
左
の
と
お
り
で
す
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平
成
２６
年
度
 

特
別
会
計
補
正
予
算
 

平
成
２６
年
度
 

一
般
会
計
補
正
予
算
 

平
成
２５
年
度
一
般
会
計
決
算
認
定
 



吉
田
　
正
 

　
町
税
へ
の
影
響
も
避
け

ら
れ
ず
、
町
財
政
も
厳
し

く
な
る
。
 

     

丹
羽
　
孝
 

　
安
定
し
た
社
会
保
障
制

度
を
維
持
す
る
た
め
に
や

む
を
得
な
い
。
 反

対
 

賛
成
 12 2

賛
成
討
論
 

反
対
討
論
 

議
員
提
出
議
案 

請
願
・
陳
情 

・
「
手
話
言
語
法
（
仮
称
）
」

制
定
を
求
め
る
意
見
書
 

提
出
者
　
木
野
春
徳
 

9
ペ
ー
ジ
に
全
文
を
掲
載
 

 ・
定
数
改
善
計
画
の
早
期
策

定
・
実
施
と
義
務
教
育
費
国

庫
負
担
制
度
の
堅
持
及
び
拡

充
を
求
め
る
意
見
書
 

提
出
者
　
江
幡
満
世
志
 

 ・
軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
に
関

わ
る
周
知
及
び
労
災
認
定
基

準
の
改
正
な
ど
を
要
請
す
る

意
見
書
 

提
出
者
　
大
島
保
憲
 

 ・
国
の
私
学
助
成
の
増
額
と

拡
充
に
関
す
る
意
見
書
 

提
出
者
　
江
幡
満
世
志
 

 

・
愛
知
県
の
私
学
助
成
の
増

額
と
拡
充
に
関
す
る
意
見
書
 

提
出
者
　
江
幡
満
世
志
 

 ・
産
後
ケ
ア
体
制
の
支
援
強

化
を
求
め
る
意
見
書
 

提
出
者
　
柘
植
　
満
 

 

【
請
願
】
 

 請
願
者
　
尾
北
地
区
聴
覚
障

害
者
福
祉
協
会
 

会
長
　
玉
置
正
典
 

紹
介
議
員
　
木
野
春
徳
 

 ・
手
話
言
語
法
制
定
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る

請
願
書
 

（
全
員
賛
成
で
採
択
）
 

  請
願
者
　
尾
北
地
区
教
職
員

組
合
 

執
行
委
員
長
　
山
城
英
俊
他

９１
人
 

紹
介
議
員
　
江
幡
満
世
志
 

 ・
定
数
改
善
計
画
の
早
期
策

定
・
実
施
と
義
務
教
育
費
国

庫
負
担
制
度
の
堅
持
及
び
拡

充
を
求
め
る
請
願
書
 

（
全
員
賛
成
で
採
択
）
 

  

請
願
者
　
尾
北
民
主
商
工
会
 

会
長
　
千
田
憲
三
 

紹
介
議
員
　
江
幡
満
世
志
 

 ・
「
消
費
税
増
税
の
撤
回
を

求
め
る
意
見
書
」
の
提
出
を

求
め
る
請
願
書
 

（
起
立
少
数
で
不
採
択
）
 

  【
陳
情
】
 

 陳
情
者
　
軽
度
外
傷
性
脳
損

傷
仲
間
の
会
 

代
表
　
藤
本
久
美
子
 

 ・
軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
の
周

知
、
及
び
労
災
認
定
基
準
の

改
正
な
ど
を
求
め
る
陳
情
 

（
全
員
賛
成
で
可
決
）
 

  陳
情
者
 

代
表
　
土
居
　
修
 

私
学
を
よ
く
す
る
愛
知
父
母

懇
談
会
 

会
長
　
安
井
浩
樹
 

愛
知
私
学
助
成
を
す
す
め
る

会
 

会
長
　
中
川
初
枝
 

 ・
国
の
私
学
助
成
の
拡
充
に

関
す
る
意
見
書
の
提
出
を
求

め
る
陳
情
書
 

（
全
員
賛
成
で
可
決
）
 

  

・
愛
知
県
の
私
学
助
成
の
拡

充
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出

を
求
め
る
陳
情
書
 

（
全
員
賛
成
で
可
決
）
 

 ・
私
立
高
校
生
の
父
母
負
担

を
軽
減
し
、
学
費
の
公
私
格

差
を
是
正
す
る
た
め
に
市
町

村
独
自
の
授
業
料
助
成
の
拡

充
を
求
め
る
陳
情
書
 

（
聞
き
置
く
）
 

　
6
件
の
議
案
を
と
も
に
全
員
賛
成
で
可
決
し
、国
の

機
関
な
ど
へ
議
会
か
ら
意
見
書
を
送
付
し
ま
し
た
。
 

　
9
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
3
つ
の
請
願
と
4
つ
の

陳
情
は
、所
管
の
常
任
委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。
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賛否の分かれた議案 賛否の分かれた議案 賛否の分かれた議案 
町提出の他の23議案は全員賛成で可決 

平成25年度大口町一般会計及び特別会計決算
認定 

「消費税増税の撤回を求める意見書」の提出を
求める請願書 

× 

× 

× 

× 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

欠席 

欠席 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

欠席 

欠席 

認定 

不採択 

江

幡

 

吉

田

 

柘

植

 

伊

藤

 

前

田

 

大

島

 

丹
羽（
孝
） 

岡
 

土

田

 

齊

木

 

宮

田

 

酒

井

 

丹
羽（
勉
） 

木

野

 

倉

知

 

結

果

 

議　　　員　　　名 

議　　案　　名 

（議長は裁決に加わらないため空白） 

○＝賛成　　×＝反対 

教育委員の紹介 

工
事
請
負
契
約
を
議
決 

教育委員（再任）丹羽茂文さん 
（全員賛成） 

　教育委員の任期が、平成26年
9月30日に満了となることに伴い、
同氏を任命するため意見を求め
られたので、議会は町の推薦ど
おり適任としました。任期は3年
です。 

調整池整備 
 
■工事概要 
地下式雨水貯留槽V＝500m3 
構造：プレキャストコンクリート製 
調整池築造工事、管路工事、電気設備
工事、機械設備工事など 
■契約金額 
金5065万2000円 
■契約の相手方 
丸周建設株式会社 

北小学校非構造部材耐震改修 
 
■工事概要 
屋内運動場：天井耐震化工事、天井内
空調ダクト落下防止工事、照明器具落
下防止工事、窓ガラス飛散防止工事、
暗幕取替工事、バスケットゴール落下
防止工事、額・時計・スピーカー等落
下防止工事など 
■契約金額 
金8488万8000円 
■契約の相手方 
株式会社 酒井建築 

　手話とは日本語を音声ではなく手や指、体などの動きや顔の表情を使う独自のごい語彙や
文法体系をもつ言語である。手話を使うろう者にとって、聞こえる人たちの音声言語と同様に、
大切な情報獲得とコミュニケーションの手段として大切に守られてきた。しかしながら、ろう学校
では手話は禁止され、社会では手話を使うことで差別されてきた長い歴史があった。 
　2006（平成18）年12月に採択された国連の障害者権利条約には、「手話は言語」であるこ
とが明記されている。 
　同条約の批准に向けて日本政府は国内法の整備を進め、2011（平成23）年8月に一部改
正された「障害者基本法」では「全ての障害者は、可能な限り、言語（手話を含む）その他の
意思疎通のための手段についての選択の機会が確保される」と定められた。 
また、同法第22条では国、地方公共団体に対して情報保障施策を義務づけており、手話が音
声言語と対等な言語であることを広く国民に広め、聞こえない子どもが手話を身につけ、手話
で学べ、自由に手話が使え、更には手話を言語として普及、研究することのできる環境整備に
向けた法整備を国として実現することが必要であると考える。 
　よって、大口町議会は、国会及び政府に対し、下記事項を実現するよう強く要請する。 

記 
　手話が音声言語と対等な言語であることを広く国民に広め、聞こえない子どもが手話を身に
つけ、手話で学べ、自由に手話が使え、更には手話を言語として普及、研究することのできる環
境整備を目的とした「手話言語法（仮称）」を制定すること。 
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 

　平成26年9月29日 
愛知県丹羽郡大口町議会 

提出先 
　衆議院議長　　　伊吹　文明 
　参議院議長　　　山崎　正昭 
　内閣総理大臣　　安倍　晋三 
　総務大臣　　　　高市　早苗 
　文部科学大臣　　下村　博文 
　厚生労働大臣　　塩崎　恭久 

「手話言語法（仮称）」制定を求める意見書 
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問 □ 

6議員が質問 町政を問う 町政を問う 
一
般
質
問 

ここ
が聞きたい!

町政を問う 町政を問う 

防
犯
灯
、
街
路
灯
な

ど
の
設
置
数
は
。
 

防
犯
灯
2
0
 

9
6
、
街
路

灯
1
9
7
、
公
園
灯
９８
。
 

 

人
が
通
る
道
路
、
公

園
、
駐
車
場
の
防
犯

灯
照
度
の
基
準
は
。
 

3
ル
ク
ス
以

上
で
、
4
m

先
の
歩
行
者
の
挙
動
姿
勢
が

分
か
る
明
る
さ
。
 

 

２０
W
の
蛍
光
灯
防
犯

灯
の
設
置
間
隔
は
１４

m
が
適
正
と
あ
る
。
町
の
基

準
は
。
 

防
犯
灯
以
外

の
照
明
も
あ

り
、
適
正
な
間
隔
は
一
概
に

言
え
な
い
。
 

 

増
え
続
け
る
防
犯
灯

設
置
維
持
費
の
地
区

へ
の
補
助
方
法
は
。
 

L
E
D
化
で

維
持
管
理
費

が
軽
減
す
る
の
で
、
現
在
の

補
助
方
法
を
継
続
す
る
。
 

 

地
区
の
防
犯
灯
数
に

差
が
あ
り
、
夜
間
の

安
全
に
差
が
出
る
の
は
問
題
。

町
の
設
置
基
準
が
必
要
で
は
。
 

現
時
点
で
は

基
準
作
成
は

考
え
て
い
な
い
。
 

 

本
町
の
児
童
生
徒
の

ス
マ
ホ
な
ど
の
保
有

率
は
。
 

小
学
校
6
年

生
４０
・
1
％
、

中
学
校
3
年
生
７８
％
。
 

 

4
時
間
以
上
テ
レ
ビ

ゲ
ー
ム
を
し
て
い
る

小
、
中
学
生
の
率
は
。
 

小
学
校
6
年

生
6
・
7
％
、

中
学
校
3
年
生
9
・
1
％
。
 

 

規
制
だ
け
で
な
く
、

生
徒
が
主
体
に
な
っ

て
の
ル
ー
ル
づ
く
り
が
必
要

で
は
。
 

他
市
町
の
事

例
を
参
考
に
、

今
後
検
討
し
て
い
く
。
 

 

ス
マ
ホ
対
策
に
学
校
、

保
護
者
、
関
係
機
関

と
の
連
携
強
化
が
必
要
で
は
。
 

町
の
教
育
を
考
え

る
会
が
「
家
庭
で

の
子
育
て
１０
か
条
」
を
作
成

し
対
応
し
て
い
る
。
今
後
さ

ら
に
連
携
を
強
め
対
応
し
て

い
く
。
 

丹
羽 

丹
羽 

丹
羽 

丹
羽 

丹
羽 

丹
羽 

丹
羽 

丹
羽 

丹
羽 

教
育
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

丹羽　孝  

学
校
、保
護
者
、児
童
生
徒
の
連
携
で
ル
ー
ル
作
成
を
 

教
育
長 

町
の
教
育
を
考
え
る
会
と
連
携
し
対
応
し
て
い
く
 

ス
マ
ホ
依
存
対
策 

夜間の安全のため設置基準が必要では 
部長 現時点では基準作成は考えていない 

防犯灯 

一
　
般 

質
　
問 

丹

羽

　

孝

 

地区の防犯灯 

【その他の質問】 
　遊技場周辺の北小通学路の
安全対策を 
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問 □ 

木
造
住
宅
は
、
平
成

１２
年
の
建
築
基
準
法

改
正
が
現
在
の
耐
震
基
準
に

な
っ
て
い
る
。
昭
和
５６
年
か

ら
平
成
１２
年
ま
で
の
住
宅
も

耐
震
診
断
が
必
要
で
は
。
 

本
町
の
耐
震
改

修
促
進
計
画
は
、

国
や
県
と
同
様
、
３２
年
度
ま

で
に
住
宅
の
耐
震
化
率
を
９５

％
と
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
る
。
 

　
中
間
年
で
あ
る
２７
年
度
に

は
、
進
行
状
況
の
確
認
を
行

い
、
計
画
内
容
を
検
証
し
、

必
要
に
応
じ
、
内
容
や
目
標

を
見
直
す
予
定
で
い
る
。
 

　
１２
年
ま
で
対
象
を
拡
大
す

る
な
ど
の
独
自
施
策
は
、
調

査
結
果
を
基
に
検
討
し
て
い

く
。
 

 

本
町
で
も
、
独
自
の

事
業
展
開
は
で
き
な

い
か
。
 

現
在
、
行
っ
て

い
る
住
宅
の
耐

震
改
修
補
強
工
事
費
に
対
す

る
補
助
金
制
度
や
上
乗
せ
制

度
を
、
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
く
。
 

 

事
業
が
開
始
さ
れ
、

５０
年
近
く
経
過
し
、

老
朽
化
し
た
道
路
や
用
排
水

路
の
把
握
、
点
検
の
状
況
は
。
 

５０
年
近
く
経
過
し
、

用
排
水
路
施
設

な
ど
の
老
朽
化
が
相
当
進
行

し
て
い
る
。
不
具
合
か
所
は
、

耕
作
者
、
地
権
者
、
地
域
住

民
か
ら
の
通
報
や
農
業
委
員

に
よ
る
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
で

の
指
摘
の
ほ
か
、
職
員
に
よ

る
日
々
の
用
水
管
理
の
際
に

も
確
認
し
て
い
る
。
 

 

老
朽
化
し
た
施
設
は
、

部
分
改
修
や
補
修
で

は
な
く
、
長
期
を
見
据
え
た

全
体
整
備
計
画
が
必
要
で
は
。
 

用
排
水
路
の
入

替
工
事
を
、
国

や
県
の
補
助
金
を
受
け
年
間

3
か
ら
4
路
線
、
延
長
で
は

5
0
0
か
ら
6
0
0
m
く
ら

い
ず
つ
施
工
し
て
い
る
。
土

地
改
良
施
設
は
、
今
後
一
気

に
更
新
時
期
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
る
の
で
、
早
期
に
長

寿
命
化
を
図
り
つ
つ
、
中
長

期
的
な
財
源
を
含
め
た
整
備

計
画
を
検
討
し
て
い
く
。
 

齊
木 

齊
木 

齊
木 

齊
木 

建
設
部
長 

建
設
部
長 

建
設
部
長 

建
設
部
長 

齊木一三  

一
　
般 

質
　
問 

齊

木

一

三

 

【その他の質問】 
　町借地の見直しを 

ほ場整備事業区域の用排水路老朽化対策は 
部長 財源を含めた整備計画を検討していく 

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
拡
大
を
 

部
長 
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
く 

耐震化の様子 

老朽した道路、排水路 

「ほ場整備事業」とは 
耕地区画、農道、用排水路の整備によって、
農業の労働生産性の向上を図る事業 
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江幡満世志  

一
　
般 

質
　
問 

江
幡
満
世
志 

平
成
２７
年
度
か
ら
、

医
療
・
介
護
法
が
新

た
に
な
り
、
自
治
体
の
負
担

が
増
大
す
る
。
高
齢
化
が
進

む
中
、
介
護
予
防
が
ま
す
ま

す
重
要
と
な
り
、
今
ま
で
以

上
に
介
護
予
防
や
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
拡
充
が
必
要
と
な
る
。

今
後
の
取
り
組
み
は
。
 

こ
れ
ま
で
の

介
護
予
防
の

手
法
の
問
題
点
は
、
心
体
機

能
を
改
善
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
機
能
回
復
訓
練
に
偏

り
が
ち
で
、
介
護
予
防
終
了

後
の
多
様
な
通
い
の
場
を
創

出
す
る
こ
と
が
十
分
で
な
か

っ
た
。
こ
れ
か
ら
の
介
護
予

防
の
考
え
方
は
、
機
能
回
復

訓
練
な
ど
の
高
齢
者
本
人
へ

の
働
き
か
け
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
中
で
生
き
が
い
や
役

割
を
持
っ
て
生
活
で
き
る
居

場
所
づ
く
り
が
重
要
と
考
え

て
い
る
。
 

 

政
府
は
、
小
企
業
者

へ
の
支
援
拡
充
で
地

域
経
済
向
上
が
喫
緊
の
問
題

で
あ
る
と
し
て
、
２６
年
6
月

に
小
規
模
企
業
振
興
基
本
法

を
可
決
し
た
。
商
工
会
で
は
、

昨
年
よ
り
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
を
発
行
し
、
地
域
に
貢
献

し
て
い
る
。
政
府
方
針
に
も

あ
る
よ
う
に
、
小
企
業
者
支

援
に
つ
な
が
る
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
助
成
制
度
の
創
設
を
、

ぜ
ひ
前
向
き
な
取
り
組
み
を

検
討
い
た
だ
き
た
い
が
。
 

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

制
度
は
、
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
や
円
高
に
よ
り

個
人
消
費
が
落
ち
込
ん
だ
た

め
、
中
小
零
細
業
者
へ
リ
フ

ォ
ー
ム
工
事
の
発
注
を
喚
起

し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
や

雇
用
改
善
に
寄
与
し
よ
う
と

し
て
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。

「
地
域
経
済
の
活
性
化
」
と

い
う
点
で
、
一
自
治
体
の
取

り
組
み
で
は
経
済
効
果
に
疑

問
が
あ
り
、
雇
用
促
進
に
つ

な
が
る
と
は
考
え
に
く
い
こ

と
や
、
町
内
業
者
だ
け
で
仕

事
が
循
環
す
る
仕
組
み
が
構

築
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど

か
ら
、
取
り
組
む
つ
も
り
は

な
い
。
 

　
本
町
や
商
工
会
が
行
っ
て

い
る
取
り
組
み
が
基
本
法
の

理
念
と
考
え
る
。
 

江
幡 

江
幡 

副
町
長 

健
康
福
祉
部
長 

おおぐちプレミアム商品券 

いきいき教室 

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
創
設
を
 

副
町
長 

経
済
効
果
に
疑
問
が
あ
る
 

介護予防や介護サービスの拡充を 
部長 地域の中で生活できる居場所が重要 

か
た
よ
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8
月
に
扶
桑
町
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
落
雷
を

受
け
、
高
校
生
が
死
亡
し
た
。

教
育
現
場
の
対
応
と
防
災
教

育
の
取
り
組
み
は
。
 

落
雷
の
予
兆

が
あ
っ
た
場

合
は
、
屋
外
で
の
活
動
を
中

止
し
安
全
を
確
保
す
る
。
ま

た
、
登
下
校
時
は
、
登
下
校

前
で
あ
れ
ば
自
宅
や
学
校
で

待
機
し
、
登
下
校
中
は
、
近

く
の
民
家
や
商
店
に
避
難
す

る
よ
う
注
意
喚
起
を
し
て
い

る
。
 

　
ま
た
、
防
災
教
育
の
取
り

組
み
は
、
年
数
回
の
防
災
訓

練
を
通
し
て
、
災
害
時
の
対

応
や
避
難
経
路
の
確
認
、
保

護
者
の
児
童
引
き
取
り
訓
練
、

児
童
に
よ
る
校
内
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
防
災
意

識
を
高
め
る
取
り
組
み
を
実

施
し
て
い
る
。
 

 

人
が
判
断
し
に
く
い

落
雷
の
予
兆
を
察
知

し
、
落
雷
警
戒
メ
ー
ル
を
配

信
す
る
雷
セ
ン
サ
を
導
入
す

る
な
ど
、
落
雷
事
故
防
止
対

策
の
検
討
を
。
 扶

桑
町
で
の

落
雷
事
故
を

受
け
て
、
あ
ん
し
ん
・
安
全

ね
っ
と
に
雷
注
意
情
報
の
運

用
を
追
加
し
た
。
雷
セ
ン
サ

は
、
一
定
範
囲
の
電
界
の
検

知
器
と
伺
っ
て
い
る
の
で
、

他
市
で
の
検
証
結
果
や
住
民

へ
の
周
知
方
法
も
含
め
、
導

入
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。
 

 

被
災
者
支
援
シ
ス
テ

ム
の
策
定
状
況
は
。
 

被
災
者
支
援

シ
ス
テ
ム
は
、

西
宮
市
や
民
間
会
社
が
開
発

し
た
も
の
な
ど
多
数
あ
る
。

本
町
で
は
、
安
否
情
報
を
ど

の
よ
う
に
収
集
し
、
整
理
す

る
か
が
重
要
と
考
え
、
総
務

省
と
消
防
庁
が
取
り
組
ん
で

い
る
シ
ス
テ
ム
を
念
頭
に
導

入
を
進
め
て
い
き
た
い
。
 

 

昨
年
、
地
区
防
災
計

画
の
制
度
が
災
害
対

策
基
本
法
に
盛
り
込
ま
れ
た
。

本
町
で
は
、
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
か
。
 

地
区
防
災
計

画
は
、
地
域

の
住
民
の
方
々
が
、
意
見
を

出
し
合
い
自
発
的
に
作
成
す

る
も
の
で
、
各
自
主
防
災
会

で
策
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
と

考
え
る
。
 

 

防
災
リ
ー
ダ
ー
の
養

成
講
座
の
取
り
組
み

や
地
区
防
災
計
画
の
勉
強
会

の
実
施
の
考
え
は
。
 

防
災
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
防

災
リ
ー
ダ
ー
研
修
は
、
近
隣

市
町
で
実
施
す
る
5
市
町
防

災
カ
レ
ッ
ジ
や
町
社
会
福
祉

協
議
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
講
座
へ
の
参
加
を
進
め
て

い
る
。
平
成
２６
年
度
か
ら
は
、

町
内
で
研
修
が
行
え
る
よ
う
、

町
社
会
福
祉
協
議
会
と
計
画

を
し
て
い
る
。
 

 

柘
植 

柘
植 

柘
植 

柘
植 

柘
植 

生
涯
教
育
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

柘植　満  

一
　
般 

質
　
問 

柘

植

　

満

 

雷センサの設置例 

防災リーダーの養成は 
部長 町社会福祉協議会と計画中 
 

防災・減災 

落
雷
予
兆
に
雷
セ
ン
サ
の
導
入
を
 

部
長 
導
入
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く 
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問 □ 

問 □ 

問 □ 

吉田　正  

一
　
般 

質
　
問 

吉

田

　

正

 

高
齢
者
や
障
が
い
者

の
外
出
を
支
援
す
る

タ
ク
シ
ー
助
成
が
あ
る
。
2

枚
一
度
の
使
用
が
で
き
る
よ

う
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
改

善
す
べ
き
で
は
。
 

外
出
支
援
事

業
の
タ
ク
シ

ー
助
成
は
、
初
乗
り
料
金
を

助
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
高

齢
者
の
閉
じ
こ
も
り
を
防
ぐ

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

本
町
で
は
、
今
後
ま
す
ま
す

高
齢
化
が
進
む
中
、
持
続
可

能
な
福
祉
制
度
と
し
て
維
持

す
る
た
め
、
外
出
支
援
助
成

の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く

が
、
2
枚
使
用
は
利
用
目
的

が
違
う
と
考
え
る
。
 

 

精
神
障
が
い
者
に
対

す
る
タ
ク
シ
ー
助
成

が
必
要
で
あ
る
。
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
の
2
級
を

持
つ
女
性
は
、
雨
が
降
っ
て

も
自
転
車
で
医
療
機
関
に
通

っ
て
い
る
。
雨
の
日
は
憂
鬱

に
な
り
、
行
き
た
く
な
く
な

る
そ
う
で
、
他
の
自
治
体
で

は
、
助
成
が
あ
る
の
に
と
嘆

い
て
い
る
。
精
神
障
が
い
者

に
も
助
成
す
べ
き
で
は
。
 

日
常
生
活
に

制
限
が
あ
り
、

外
出
の
難
し
い
重
度
の
障
が

い
者
と
し
て
、
身
体
障
が
い

者
1
、
2
級
の
う
ち
の
一
部

の
方
、
療
育
手
帳
A
判
定
の

方
を
対
象
と
し
て
い
る
。
障

が
い
者
計
画
の
策
定
に
、
身

体
・
知
的
・
精
神
の
三
障
が

い
各
団
体
が
参
加
し
て
い
る

の
で
、
会
議
で
の
議
論
を
踏

ま
え
、
検
討
し
て
い
く
。
 

公
平
な
立
場
で
判
断

す
る
の
で
、
心
の
障

が
い
者
の
方
に
も
使
っ
て
い

た
だ
け
る
体
制
を
作
っ
て
い

き
た
い
。
 

 

  

平
成
２４
年
2
月
１４
日

に
、
当
時
の
森
町
長

に
「
巡
回
バ
ス
を
江
南
厚
生

病
院
へ
」
署
名
を
、
1
5
0
0

筆
あ
ま
り
届
け
さ
せ
て
も
ら

っ
た
。
森
町
長
は
、
議
会
で

「
署
名
の
願
い
に
対
す
る
重

み
は
感
じ
る
」
と
答
え
ら
れ

て
い
た
が
、
こ
れ
以
上
の
財

政
を
投
入
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
し
て
、
こ
の
願
い
に

答
え
て
こ
ら
れ
な
か
っ
た
。

町
長
の
見
解
を
伺
う
。
 

公
共
交
通
の

な
い
町
内
の

移
動
手
段
と
し
て
、
町
内
の

商
業
施
設
、
病
院
、
公
共
施

設
な
ど
へ
行
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
生
活
の
足
を
確
保
す

る
こ
と
や
通
勤
通
学
の
足
と

し
て
、
駅
へ
の
接
続
を
確
保

す
る
こ
と
を
事
業
構
想
と
し

て
い
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、

事
業
構
想
を
変
更
す
る
つ
も

り
は
な
い
の
で
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
を
江
南
厚
生
病
院

へ
走
ら
せ
る
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
。
 

江
南
駅
を
利
用
さ
れ

る
町
民
の
皆
さ
ん
の

利
便
性
を
高
め
る
よ
う
に
、

江
南
駅
東
側
の
ロ
ー
タ
リ
ー

に
乗
り
入
れ
で
き
る
よ
う
に

改
良
し
た
。
徐
々
に
改
良
し

な
が
ら
、
前
進
で
き
る
よ
う

な
話
を
持
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
 

吉
田 

吉
田 

町
長 

町
長 

吉
田 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

地
域
協
働
部
長 

【その他の質問】 
　なぜ0歳児の保育は18時30分までなのか 

　国保税を1世帯1万円引き下げよ 

　要保護、準要保護児童生徒援助費の拡充を 

江
南
厚
生
病
院
へ
巡
回
バ
ス
を
走
ら
せ
て
 

町
長 

前
進
で
き
る
よ
う
な
話
を
持
っ
て
い
き
た
い
 

精神障がい者にもタクシー助成を 
町長 使っていただける体制を作っていきたい 

コミュニティバス 

ゆ
う
う
つ
 

ゼロ 
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平
成
２６
年
度
は
、
中

学
校
用
教
科
書
が
4

年
ご
と
の
検
定
を
受
け
る
年

で
あ
り
、
新
教
育
基
本
法
に

基
づ
き
、
新
し
い
学
習
指
導

要
領
に
沿
っ
た
教
科
書
が
登

場
す
る
年
で
あ
る
。
ど
の
よ

う
な
手
続
き
を
経
て
、
２８
年

度
4
月
か
ら
の
教
科
書
と
し

て
使
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
の

か
。
 

各
出
版
社
か

ら
の
教
科
用

図
書
の
特
徴
を
、
採
択
基
準

の
基
本
的
な
方
針
や
採
択
に

あ
た
っ
て
準
拠
す
べ
き
事
項

と
照
ら
し
、
尾
張
西
部
教
科

用
図
書
採
択
地
区
協
議
会
で

審
議
、
採
択
、
決
定
さ
れ
る
。
 

 

本
町
と
同
一
の
教
科

書
を
使
用
す
る
市
町

は
ど
こ
か
。
 

一
宮
市
、
稲

沢
市
、
犬
山

市
、
江
南
市
、
岩
倉
市
、
扶

桑
町
。
 

 

採
択
に
あ
た
っ
て
、

出
版
社
ご
と
の
比
較

採
点
表
を
作
成
し
、
町
民
に

公
表
す
べ
き
で
は
。
 

比
較
一
覧
表

は
な
い
が
、

観
点
と
着
眼
点
に
対
す
る
選

定
資
料
は
、
公
開
で
き
る
。
 

 

行
政
区
の
防
犯
灯
を
、

維
持
管
理
費
が
安
価

と
な
る
L
E
D
防
犯
灯
へ
の

切
り
替
え
を
加
速
さ
せ
る
た

め
に
も
、
行
政
区
交
付
金
の

見
直
し
や
補
助
制
度
の
確
立

を
検
討
す
べ
き
で
は
。
 

防
犯
灯
を
L
 

E
D
化
す
る

こ
と
で
、
電
気
代
な
ど
維
持

費
が
削
減
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

防
犯
灯
の
設
置
維
持
管
理
を

要
因
と
す
る
行
政
区
交
付
金

の
見
直
し
や
補
助
制
度
の
創

設
は
考
え
て
い
な
い
。
 

 

L
E
D
化
に
対
す
る

本
町
の
考
え
は
。
 

今
後
、
設
置

す
る
場
合
は
、

L
E
D
防
犯
灯
を
設
置
し
て

い
く
。
 

大
島 

大
島 

大
島 

大
島 

大
島 

生
涯
教
育
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

大島保憲  

一
　
般 

質
　
問 

大

島

保

憲

 

歴
史
・
公
民
の
教
科
書
は
ど
う
決
ま
る
の
か
 

部
長 

尾
張
西
部
地
区
協
議
会
で
審
議
さ
れ
採
択
、決
定 

中
学
教
科
書
採
択
問
題 

防犯灯のLED化の推進と補助制度の確立を 
部長 行政区交付金の見直しは考えていない 

中学校で使用されている歴史・公民の教科書と補助教材 

明るく長寿命、経済的なLED防犯灯 
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7/17 
（木） 

7/18 
（金） 

総務建設常任委員会視察（酒井廣治） 

高
品
質
の
野
菜
を
周
年
・
計
画
栽
培 

長
野
県
上
田
市
　
信
州
大
学
上
田
キ
ャ
ン
パ
ス
 

「
先
進
植
物
工
場
研
究
教
育
セ
ン
タ
ー
」
 

セ
ン
タ
ー
の
概
要
 

　
植
物
工
場
の
普
及
拡
大
に

向
け
た
支
援
対
策
と
し
て
、

経
済
産
業
省
「
先
進
的
植
物

工
場
施
設
整
備
費
補
助
事
業
」

に
よ
り
、
全
国
8
か
所
に
開

設
さ
れ
た
拠
点
の
1
つ
で
、

信
州
大
学
に
は
平
成
２３
年
に

開
設
さ
れ
ま
し
た
。
 

 植
物
工
場
で
は
 

　
光
、
温
度
、
炭
酸
ガ
ス
濃

度
な
ど
の
生
育
環
境
を
制
御

し
、
季
節
や
天
気
に
左
右
さ

れ
る
こ
と
な
く
高
品
質
の
野

菜
を
周
年
・
計
画
栽
培
す
る

こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
、

数
多
く
の
多
様
な
基
盤
技
術

に
よ
り
支
え
ら
れ
、
農
商
工

連
携
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
も

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
気

密
・
高
断
熱
な
冷
凍
コ
ン
テ

ナ
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、

空
調
、
炭
酸
ガ
ス
濃
度
、
水

な
ど
の
植
物
育
成
に
必
要
な

環
境
要
因
を
、
効
率
よ
く
制

御
し
て
い
ま
す
。
 

 農
業
の
課
題
 

　
担
い
手
の
高
齢
化
や
後
継

者
不
足
に
よ
る
生
産
額
減
少

に
よ
り
、
食
料
自
給
率
の
低

下
が
続
い
て
い
ま
す
。
異
常

気
象
や
自
然
災
害
に
よ
り
、

農
作
物
の
安
定
供
給
が
困
難

に
な
る
一
方
、
食
の
安
全
・

安
心
へ
の
関
心
の
高
ま
り
も

あ
り
、
持
続
可
能
な
新
た
な

農
業
生
産
シ
ス
テ
ム
の
構
築

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

 

所
感
 

　
採
算
面
で
は
、
導
入
や
運

営
コ
ス
ト
が
高
く
、
L
E
D

や
太
陽
光
の
利
用
な
ど
低
減

を
図
っ
て
い
ま
す
が
、
従
来

農
業
に
よ
る
生
産
物
に
比
べ
、

か
な
り
割
高
で
競
争
力
は
低

い
と
感
じ
ま
し
た
。
 

施
設
の
概
要
 

　
昭
和
４８
年
、
し
尿
処
理
、

ご
み
処
理
を
す
る
一
部
事
務

組
合
と
し
て
、
阿
智
村
な
ど

4
か
村
で
組
織
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
京
都
議
定
書
に
基

づ
く
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削

減
の
た
め
、
国
や
長
野
県
の

補
助
の
も
と
平
成
１２
年
に
廃

棄
物
資
源
化
循
環
シ
ス
テ
ム

を
導
入
。
家
庭
な
ど
か
ら
出

る
生
ご
み
や
有
機
性
廃
棄
物

を
メ
タ
ン
発
酵
処
理
に
よ
り

ガ
ス
化
し
、
電
気
エ
ネ
ル
ギ

ー
や
温
水
等
の
熱
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
変
換
し
、
施
設
内
で
有

効
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

 所
感
 

　
メ
タ
ン
発
酵
処
理
施
設
は
、

3
6
5
日
管
理
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
担
当
職
員
に
と

っ
て
は
大
変
な
作
業
と
感
じ

ま
し
た
。
生
ご
み
の
受
け
入

れ
量
が
少
な
い
こ
と
も
あ
っ

て
、
採
算
面
で
か
な
り
厳
し

い
状
況
で
し
た
。
 

 

生ごみをガス化し、エネルギー利用へ 
長野県阿智村　下伊那郡西部衛生施設組合 
「くりーんひる西部」 

先進植物工場研究教育センターにて 

くりーんひる西部前で 

おおぐち議会だより　No.200
平成 26年11月1日発行 16



7/15 
（火） 

7/14 
（月） 

新町保育園の木造吹き抜け天井 

楢川保育園前で 

有料老人ホームわくわくにて 

園
児
に
や
さ
し
い
木
造
園
舎 

長
野
県
塩
尻
市
　
楢
川
保
育
園
 

　
　
　
辰
野
町
　
新
町
保
育
園
 

特
徴
 

　
両
園
と
も
、
木
材
の
利
用

と
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
て
、
環
境
に
や
さ

し
い
施
設
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
 

木
造
園
舎
の
良
さ
 

①
は
だ
し
で
歩
い
て
も
柔
ら

か
さ
を
感
じ
、
滑
っ
て
も
転

び
に
く
い
。
 

②
本
物
の
木
材
に
触
れ
る
こ

と
で
、
感
性
が
磨
か
れ
る
。
 

③
床
板
に
圧
密
材
を
使
用
、

表
面
は
ウ
レ
タ
ン
加
工
で
い

た
み
が
出
に
く
い
。
 

「
空
気
の
動
き
」
と
「
太
陽

の
熱
」
を
利
用
 

①
換
気
が
利
い
て
い
て
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
病
気

で
欠
席
す
る
園
児
が
ほ
と
ん

ど
い
な
い
。
 

②
夏
の
エ
ア
コ
ン
は
、
0
歳

児
室
の
み
で
使
用
し
、
冬
で

も
室
内
は
１０
℃
く
ら
い
あ
り
、

底
冷
え
し
な
い
。
 

③
年
間
で
、
電
気
使
用
量
は

4
割
ぐ
ら
い
削
減
で
き
る
。
 

　
町
の
北
保
育
園
整
備
の
参

考
に
な
る
の
で
は
と
感
じ
ま

し
た
。
 

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事
業
 

　
介
護
保
険
制
度
で
は
対
応

で
き
な
い
高
齢
者
の
困
り
ご

と
を
、
有
償
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
（
サ
ポ
ー
タ
ー
）
が
解
決

す
る
仕
組
み
で
す
。
サ
ポ
ー

タ
ー
は
、
現
在
1
0
0
人
、

利
用
者
か
ら
1
0
0
0
円
を

も
ら
い
、
サ
ポ
ー
タ
ー
に

5
0
0
円
、
残
り
は
会
の
運

営
に
し
て
い
ま
す
。
介
護
保

険
制
度
の
改
革
が
進
む
中
、

今
後
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
取
り

組
み
が
重
要
視
さ
れ
て
い
く

と
感
じ
ま
し
た
。
 

 

地
域
密
着
型
有
料
老
人

ホ
ー
ム
 

　
居
住
環
境
に
重
点
を
置
い

た
建
物
の
中
で
介
護
を
行
い
、

障
害
に
応
じ
た
個
別
指
導
訓

練
に
よ
り
、
身
体
状
況
の
低

下
防
止
に
つ
な
が
っ
て
い
る

と
感
じ
ま
し
た
。
 

高齢者の困りごとを有償で解決 
岐阜県池田町　NPO法人「校舎のない学校」 

地域密着型有料老人ホーム 
長野県飯田市　有限会社 わくわく 

文教福祉常任委員会視察（土田　進） 

ゼ
ロ
 

な
ら
 
か
わ
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8/21（木） 
8/22（金） 

8/11（月） 
8/12（火） 

会派の政務活動報告 

〈
大
政
ク
ラ
ブ
〉
 

復
興
事
業
の
進
行
状
況
調
査
と 

派
遣
職
員
の
激
励
に
伺
う 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
城
県
南
三
陸
町
 

　
大
政
ク
ラ
ブ
の
8
人
は
東

日
本
大
震
災
で
壊
滅
的
な
被

害
を
受
け
た
南
三
陸
町
を
視

察
し
ま
し
た
。
 

 想
定
外
の
大
津
波
 

　
１５
m
の
大
津
波
が
町
を
襲

い
、
過
去
3
回
の
大
津
波
の

経
験
を
基
に
、
計
画
さ
れ
た

対
策
や
避
難
訓
練
な
ど
は
役

に
立
た
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

副
町
長
自
身
も
、
防
災
庁
舎

屋
上
で
大
津
波
と
闘
い
、
九

死
に
一
生
を
得
た
と
体
験
を

話
さ
れ
ま
し
た
。
 

 百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
 

　
町
内
の
被
害
状
況
や
復
興

事
業
を
視
察
し
ま
し
た
。
最

後
ま
で
避
難
を
呼
び
か
け
た

女
子
職
員
や
多
く
の
職
員
が

亡
く
な
っ
た
防
災
庁
舎
を
は

じ
め
、
避
難
施
設
と
な
る
は

ず
だ
っ
た
役
場
庁
舎
や
病
院

な
ど
低
地
部
分
の
公
共
施
設

は
す
べ
て
破
壊
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
で
は
一
部
施
設
を
除
き
、

が
れ
き
の
山
は
す
っ
か
り
片

づ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
 

 震
災
か
ら
3
年
5
か
月
 

　
復
興
事
業
は
、
平
成
２５
年

か
ら
土
地
区
画
整
理
が
始
ま

り
、
盛
土
作
業
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
住
宅
地
は
、

津
波
の
心
配
の
な
い
丘
陵
地

を
開
発
し
、
高
台
へ
の
分
散

移
転
を
目
標
に
進
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
 

 視
察
を
終
え
て
 

　
本
町
で
も
、
重
要
拠
点
施

設
の
耐
震
化
は
計
画
的
に
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
防
災

計
画
や
避
難
行
動
計
画
な
ど
、

今
一
度
考
え
る
必
要
が
あ
る

と
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

派
遣
の
清
水
職
員
と
懇
談
し

激
励
し
ま
し
た
が
、
派
遣
先

で
も
期
待
さ
れ
て
い
る
様
子

で
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
 

（
酒
井
廣
治
） 

南三陸町役場前で派遣職員と一緒に 

生駒市役所にて 

　
日
本
共
産
党
大
口
町
議
員

団
の
2
人
は
、
厚
生
労
働
省

が
１３
自
治
体
を
選
定
し
、
そ

の
中
の
介
護
予
防
モ
デ
ル
的

事
業
を
実
践
し
て
い
る
生
駒

市
と
い
な
べ
市
を
視
察
し
ま

し
た
。
ど
ち
ら
の
市
も
行
政

が
主
導
と
な
っ
て
、
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
 

 生
駒
市
の
取
り
組
み
は
 

①
ケ
ー
ス
検
討
を
毎
月
1
回
、

3
時
間
余
り
で
、
２５
か
ら
３０

の
事
例
を
市
が
主
導
で
行
っ

て
い
ま
す
。
専
門
職
員
や
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど
が
、

最
低
3
回
検
討
し
症
状
の
改

善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
 

②
日
常
生
活
機
能
を
回
復
さ

せ
る
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
教
室
は
、

無
料
で
3
か
月
間
、
１２
回
の

利
用
が
で
き
、
体
力
の
向
上

が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
社
会

福
祉
協
議
会
や
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
に
お
願
い
し
て

い
た
も
の
を
、
市
が
積
極
的

に
取
り
組
み
を
し
、
モ
デ
ル

事
業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
 

 

い
な
べ
市
の
取
り
組
み
は
 

　
予
防
事
業
の
元
気
づ
く
り

シ
ス
テ
ム
は
、
一
次
予
防
対

象
者
の
健
康
増
進
と
介
護
予

防
事
業
と
し
て
始
ま
り
ま
し

た
。
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
を
市
内
６０

か
所
の
自
治
会
・
集
会
所
で
、

専
門
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

指
導
の
も
と
で
実
施
し
て
い

ま
す
。
本
町
で
も
定
着
し
つ

つ
あ
る
「
サ
ロ
ン
」
の
開
催

の
よ
う
な
予
防
に
対
す
る
サ

ー
ビ
ス
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。
 

 視
察
を
終
え
て
 

　
お
願
い
す
る
ば
か
り
で
な

く
、
現
場
を
知
る
こ
と
で
取

り
組
み
の
改
善
が
で
き
ま
す
。

自
治
体
が
主
導
で
行
う
こ
と

も
、
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と

再
認
識
し
ま
し
た
。
 

（
江
幡
満
世
志
）  

〈日本共産党大口町議員団〉 

介護予防モデル的事業の 
実践を検証 
奈良県生駒市・三重県いなべ市 
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議
会
中
継
・
録
画
を 

試
行 

　
議
会
改
革
の
1
つ
と
し
て
、

9
月
定
例
会
か
らY

ouT
ube

、

U
stream

で
、
一
般
質
問
の

中
継
・
録
画
を
始
め
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
町
議
会
コ
ー
ナ
ー
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。 

ことを目指し、現在取り組んでいます。 

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ 

ユ
ー
ス
ト
リ
ー
ム 

ア
ン
ケ
ー
ト
に 

ご
協
力
を 

　
１１
月
1
日
、
土
曜
日
開
催

の
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
に
、
議

会
と
し
て
出
展
し
ま
す
。
議

会
だ
よ
り
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
 

パブリックコメントの募集 
■募集期間 
平成26年10月20日（月）から 
平成26年11月23日（日）まで 
■閲覧場所 
議会事務局、町ホームページ、 
町議会コーナー 
　詳しくは、議会事務局へお問い合
わせください。 
※広報おおぐち11月号から 
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まちの 
元気者 
まちの 
元気者 

手続きは簡単です！ 
役場3階で住所と名前を書くだけ 

12月定例会予定 

議

長

 
 

委
員
長 

副
委
員
長 

委

員

 倉

知

敏

美

 
 

丹

羽

　

孝

 

伊

藤

　

浩

 

吉

田

　

正

 

前

田

新

生

 

岡

　

孝

夫

 

齊

木

一

三

 

発
行
責
任
者 

 

議
会
広
報
常
任
委
員
会 

 

会議録が閲覧できます 
http://www.town.oguchi.aichi.jp

/gikai/kaigiroku.html

11月26日（水） 提案説明 
12月 1日（月） 質疑 
12月 2日（火） 質疑・委員会付託 
12月 4日（木） 総務建設常任委員会 
12月 5日（金） 文教福祉常任委員会 
12月10日（水） 一般質問 
12月11日（木） 一般質問 
12月12日（金） 一般質問 
12月16日（火） 討論・採決 

表紙の写真 
■笑顔いっぱい■ 

今日は、紅白に分かれ、お父

さんもお母さんも選手とし

て参加する運動会。親子の

きずながいっそう深まりま

した。 

=9月27日　北小学校 

発
行
／
大
口
町
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
常
任
委
員
会
 

議
会
だ
よ
り
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
 

〒
４８０
-０１４４

 愛
知
県
丹
羽
郡
大
口
町
下
小
口
七
丁
目
１５５
番
地
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皆さんも一度のぞいてみては 
年代を超えた交流の場 

さつきケ丘「ふれあいサロン」が大盛況！ 

取材を終えて 
　全ての住民の皆さんが参加できるよう、環
境づくりに努力されてみえる姿に、元気の源
を感じました。　　　　　　　　（齊木一三） 

♪　サロンの発足は？ 
　隣近所、顔見知りになろうと、平成22年に
有志で立ち上げ、現在では42人の役員で運営
しています。 
 
♪　活動内容は？ 
　毎週、水曜日の午前9時から午後4時まで、
誰でも気軽に参加できるおしゃべりサロンを
中心に、麻雀、囲碁、カラオケやパッチワー
クなど、気の合う仲間で楽しんでいます。 
　ちなみに、子育て中のママさんも参加され
ています。 
 
♪　活動していて良かったことは？ 
　何をするにも、一声で皆さんが参加され、
団結できることがうれしいです。 
 
♪　今後の課題は？ 
　参加者がかたよらないように、誰でも参加
できる環境づくりに心がけていきます。 
 
♪　町や議会への要望がありましたら 
　誰でも、気軽に楽しく参加できる活動の場
となるように、財政的な支援をいただけると
ありがたいです。 
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メンバーの集合写真 

子育て中のママさん 
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